
平成２６年２月市議会定例会

一　般　質　問　通　告　書

（通告者１１名）



順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考

１ ５番 及川　秀一

市　長

市　長

２ 民間活力の
導入について

市　長
教育長

市　長

市　長
教育長
市　長
教育長
市　長

市　長

２ ９番 山田　司郎

１ 除雪につい
て

市　長

市　長
教育長

市　長

市　長

市　長

３ １３番 丹野　政喜

市　長

市　長

教育長

市　長
教育長

１ 東西基幹幹
線道路整備の取
り組みについて

３ スポーツ環
境の整備充実に
ついて

(1)平成25年度のスポーツ施設の環境整備の状況は。

(2)第二臨空公園スポーツ施設等の再整備の検討はど
のように行われたのか。
(3)名取スポーツパーク存続へ向けたその後の対応状
況は。
(4)ＰＦＩ手法等により被災沿岸地域に総合運動公園
等の早期整備を図るべき。

(4)大雪の場合はより細かい除雪ルートにするなど、
高齢者等に配慮した除雪の新基準を設けるべき。
(5)新しいまちの形成に沿った除雪の体制やルートに
見直すべき。

(3)十三塚公園は野外スポーツの拠点として位置づけ
られている。また、現在は仮設の閖上中学校も置かれ
ているが、公園内にドッグラン施設を整備することに
ついての見解は。

(1)第五次長期総合計画の実施計画にドッグラン施設
整備事業が盛り込まれたが、その必要性と背景は。ま
た、上位計画との整合はとれているのか。
(2)ドッグラン施設整備事業は公共が取り組むべき事
業なのか。むしろ民間企業や愛犬家のＮＰＯなどが取
り組むべき事業ではないのか。

(4)震災後の深刻なスポーツ施設不足に対応するた
め、市民のスポーツ施設の整備を優先すべき。

１ 公園整備事
業（ドッグラン
施設整備）につ
いて

(1)都市計画道路である市道熊野堂柳生線の整備計画
の現状は。

(3)町内会やボランティア団体を対象に、小型除雪機
購入に対する助成を検討してはどうか。

(2)通学路など歩道の除雪をどう考えているか。通学
路等の除雪に有効な小型除雪機を小学校区単位で配備
すべき。

(1)指定管理者制度導入前後の費用対効果をどのよう
に捉えているのか。（高舘保育所、みのり園、友愛作
業所、自転車等駐車場、文化会館、名取駅コミュニ
ティプラザ、市民体育館、那智が丘児童センター等）

質問の要旨

(2)市道熊野堂柳生線の今後の整備へ向けた取り組み
の具体的な考えを示し、早期着工を図るべき。

(2)児童センター等への指定管理者制度の導入拡大に
取り組むべき。

(1)平成26年２月の大雪に対する除雪の対応につい
て、どのように捉えているか。市民の声と成果及び課
題について総括すべき。
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

市　長

教育長

教育長

教育長

教育長

４ ３番 小野　泰弘

市　長

市　長
市　長

市　長

市　長

５ ６番 大沼　宗彦

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

６ １０番 菊地　忍

１ 自主財源の
確保について

市　長

２ 市職員のメ
ンタルヘルスと
健康について

(3)市庁舎内に軽食堂や休憩室などを整備すべき。

１ 平常時から
の防災意識の構
築について

(1)防災マニュアルにおいて、自助・共助とともに輸
送・医療体制について公助の具体策をさらに示すべ
き。
(2)防災マニュアルに高齢者・障がい者に対する具体
策を示すべき。

(2)劇場法では現在の文化施設を３タイプに類型化し
必要な支援を図るとしているが、名取市文化会館をど
う位置づけるのか。また、専門家の配置を求められる
がどう対応するのか。

(3)自主防災組織の活動交流やネットワークづくりを
進め、平常時からの活動を支援すべき。

(5)迷惑施設とならないような配慮が求められる。特
にふん尿の放置については現状でも課題が多い。飼い
主のモラル醸成に取り組むのが先決ではないか。

(4)貞山運河堤防と第２次防御ラインに囲まれる北釜
の農地への対応策を示すべき。

２ 文化行政の
あり方について

(3)名取市文化会館の指定管理者である、名取市文化
振興財団とはどのような協議を進めているのか。
(4)劇場法の趣旨を生かした文化芸術の振興を図るた
め、名取市文化芸術振興条例を制定すべき。

(1)ふるさと納税を積極的に推進し、多額な実績を上
げている自治体もある。寄附者に地場産品を送るな
ど、本市のＰＲを積極的に図るべきと考えるがどう
か。

(1)劇場、音楽堂等の活性化に関する法律（以下「劇
場法」という。）が施行されたが、市の文化政策や名
取市文化会館への影響は。

(5)津波シミュレーションの結果を公表すべき。

(3)市道から川内沢川線・北釜線への避難通路を整備
すべき。

(1)川内沢川線・北釜線の位置決定に至る経緯を伺
う。
(2)圃場整備計画との調整を急ぐべき。

(1)市職員や派遣職員のメンタルヘルスと健康管理の
体制をつくるべき。
(2)超過勤務状況の改善と年次有給休暇消化率の向上
に努めるべき。

１ 第２次防御
ラインについて
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

２ 第四次名取
市行財政改革大
綱について

市　長
教育長

市　長

市　長

市　長

７ １８番 星居　敬子

１ 子供の健康
対策について

市　長
教育長

市　長
教育長

２ 情報提供に
ついて

市　長

３ 読書運動に
ついて

教育長

４ 原油高騰対
策について

市　長

８ ８番 長南　良彦

市　長

市　長

市　長
教育長

教育長

教育長

１ 高舘地区の
活性化対策につ
いて

(1)大規模既存集落内の自己用住宅・分家住宅制度施
行後の人口動態を調査し、減少化の歯どめのための対
策を講じるべき。
(2)市道熊野堂柳生線の早期完成により熊野堂地区の
宅地化構想を促進すべき。
(3)宮城県農業高等学校移転地決定に伴い小中高生の
通学路を整備し、安全を確保すべき。

(2)市民満足度調査の実施は今後検討を進めるとある
が、市民ニーズを把握し、今後の施策に反映させるた
めにも調査を実施するべきと考えるがどうか。

２ 高舘小学校
の児童数減少化
について

(1)活字離れを取り戻し、読書に親しんでもらえ、図
書館利用者をふやす効果が出ている読書通帳の導入を
図るべき。

(2)子供の生活改善のため、学校で出前講座を行い、
望ましい生活習慣を身につけさせるべき。

(1)学力、人間性、健康、体力等の基礎教育上一学級
の適正人数をどのくらいと捉えているのか。
(2)市内全域から入学希望者を受け入れできるよう通
学区域の弾力化を図るべき。

(1)予防や治療の正しい知識を教え、検診等の向上に
つながるように、中学生を対象にがん教育を授業の中
で実施してはどうか。

(1)平成20年６月定例会において、小児インフルエン
ザ予防接種助成事業を提言しているが、対象者を中学
３年生に限定し実施している自治体もある。本市でも
段階的に実施するべきと考えるがどうか。

(1)平成25年４月１日以降に開催された審議会等の会
議録はホームページ上で公開されている。行政委員会
の会議録も公開すべきと考えるがどうか。

(1)低所得者に対し、灯油購入費の助成を行うべき。

(1)地域情報や行政サービス等さまざまな便利で役立
つ情報を、スマートフォン用またはウエブアプリを開
発し提供すべきと考えるがどうか。

３ 市民の健康
を守る取り組み
について

(2)健康診断の受診や健康づくり事業への参加などで
ポイントをためると特典を利用できる「健康マイレー
ジ」の取り組みが注目されている。医療費や介護費の
抑制にもつながる事業であり、本市でも実施するべき
と考えるがどうか。

- 3 -



順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

９ １２番 小野寺美穂

市　長

市　長

市　長
市　長

市　長

市　長

市　長
市　長

１０ １番 荒川　洋平

市　長

市　長

１１ １７番 今野　栄希

市　長

市　長

市　長

市　長

市　長

３ 女性管理職
の登用について

市　長

市　長

市　長

２ 水道事業に
ついて

(1)仙南・仙塩広域水道の連絡管の計画と進捗状況を
明示願いたい。
(2)平成27年度から広域水道の受水費の見直しが行わ
れるが、料金はどうなるのか明示願いたい。

(1)現在の女性管理職の割合をどのように受けとめて
いるのか明示願いたい。
(2)年功序列、男性優先型の旧態依然とした体制を
取っていないか明示願いたい。

１ 災害時にお
ける人命救助・
減災及び被災者
支援対策等につ
いて

(1)災害時要援護者の避難誘導を迅速かつ確実に行う
体制を構築するため、要援護者の名簿を早急に作成す
べき。
(2)迅速な防災情報の発信・提供に向け、インター
ネット関連サービス提供会社等と災害協定を結ぶべ
き。

２ 復興に関す
るコンサルタン
トとの業務委託
契約について

３ 被災者の住
宅再建支援につ
いて

(1)他自治体からの転入の実態は。
(2)転入再建についての補助をすべき。

(3)夜間の災害に備えるため、コンビニエンススト
ア、ガソリンスタンド等のＡＥＤ（自動体外式除細動
器）の設置に対し助成すべき。

(2)災害危険区域内にパークゴルフ場を設置すること
で、市民の健康増進、閖上地区の活性化、観光誘客の
一助とすべきと考えるがどうか。

(3)ポジティブ・アクションが必要と思う。選考基準
等を改定すべきと考えるがどうか。

(1)仮設住宅（みなし仮設住宅を含む）において、生
活困窮により電気・水道などがとめられる事態が発生
している。実態把握をどのようにしているのか。
(2)震災後の生活保護受給申請等の実態は。速やかな
対応をすべき。

(3)業務内容の検証・評価は誰がどのように行ってい
るのか。
(4)業務委託契約を遵守させるべき。

１ 閖上地区災
害危険区域内へ
の施設等の整備
について

(1)閖上地区の復興まちづくりに当たり、隣接する災
害危険区域の有効活用が求められるが、現在の計画を
伺う。

(1)ほとんどの業務委託が随意契約の理由は何か。
(2)コンサルタント業務の最も重要な点は何と捉えて
いるか。

１ 被災者の生
活支援について
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順
位

質問事項
答 弁 を
求める者

備 考質問の要旨

教育長
教育長
教育長

５ 学校教育に
ついて

教育長

教育長

４ い じ め 防
止・不登校対策
について

(1)いじめ防止基本方針を策定すべき。

(1)学力向上のため、児童・生徒の体力向上を図る施
策を導入すべき。
(2)小学校教員の英語指導に関するスキルアップを図
るべき。

(2)不登校児童・生徒に対する取り組み状況は。
(3)不登校未然防止のためカウンセリング等を強化す
べき。
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